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モデル内におけるトリップの紋所要時間は，  

碓ぶだ（（帥－…ル仲〆）dβ叫（2）  

と表すことが出来る．よってこの場合，総所要時間を最  

小化するためには，この式の最小値をとるrの値を求め，   

1．吐じめに   

現在，首都圏の高速道路網を見てみると，都心を起点  

とし郊外に伸びている中央道，東名道等の放射路七，そ  

れに比べて数の少ない環状路で成り立っている．環状路  

の数が少ないゆえの不便さを解消すべく，最近では圏央  

遺やアクアラインの建設等が行われている．しかし，そ  

もそも環状路の設置効果や適切な設置位置に関して十全  

たる指針が得られているわけでない．そこで本研究では，   

その1：既存環状路が無い地区に1つの高速環状路を  

設置する場合   

その2：既存環状路が桐密に存在する地区に新たに1  

本の高速環状路を設置する場合  

の2通りについて1，指針を求めることを目的としている．  

2．既設の現状路が無い場合の配置   

まず円の中心を起点とする放射路のみが，無限に周密  

に存在する半径月の円を考える．その中に高速で移動で  

きる半径「¢≦r≦月）の環状路を1本だけ新設する・円  

内の任意の2点で」様な頻度で移動が起こ右とする．さ  

らに既存の路線の移動速度をw，新設路線の移動速度を  

v（V≧W）であるとする・ここで起点（ク，0）から終点  

（J，β）までの痙動は必ず新設された環状路を移動しなけ  

ればならないため，移動時間は，  

1  

r ■■■・－  

2  
（3）  

の位置に環状路を設置すればよいことがわかる．  

なお月ロ1とした一旦として，（3）式を示したのが図2で  

たの値  

図2 速度比たと最適なrの値（その1）．   

v≡ドルのときは，rE・0．328である．また，V→00のと  

きにはr‘ゴ0．707であることがわかる．  

訓クー小トr‥十シβ  3．既設の環状路がある場合の配置 

今度は放射路だけでなく，既に同心円の環状絡も無限  

に桐密に存在している円を考える．そして高速で移動で  

きる半径r甲環状路を新設するのである・速度の設定は  

先程と同じである．起点から終点までの移動経路は本質  

的には3つ存在し，   

ルート1：中心を通過する経路  

移動時間′1♯忘（ク・り   

ルート2：既設の環状路を利用する経路  

移動時軌2一三（min呵×叫〆1）   

ルート3：新設した環状路を利用する繹路  

移動時問わ亡帥一小トrl■トシβ  

である．  

（4）  

（5）  

（6）   

図1モデル内の移動経路（その1）．  
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棚減1，帥）×函瑚  （7）  

と表すことが出来る．これが最小値をとるrの値を求め  

ることによって，環状路の最適設計を行なうことができ  

る．本研究ではこのような「絵移動時間を最短にする配  

置れ」と同様に「新設環状路の利用延べ距離を最大化す  

る配置乃」「新設環状路を利用する移動の割合を最大化  

する配置乃」についても求めた．移動時聞が短くなれば  

移動者にとって喜ばしいし、斬殺環状路の利用距離や頼  

度があがれば設置の意味がそれだけあるといえる．なお、  

モデルの半径尺を1とした時の配置位置を以下の図に示  

す．  
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図3 モデル内の移動経路（その2）．  

この3つのルートから最短移動時間経路を選択する．  

つまり起点・終点・速度により移動経路が異なるのであ  

る．その例として以下の図を2つ示す．  

0  0．2   0．4   0．8   0．8   1  

kの値  

図6 速度比員と最適な「の値（その2）   

この図を見ると，どの場合においでもたが0から0．6あ  

たりまでは，速度比が大きくなるにしたがい配置を中心  

に近づけ，たの値がそれ以上のときには中心から離して  

いけばよいことが分かる．その中でも環状路の利用延べ  

距離に注目したときが一番速度の影響を受けやすいこと  

もわかる．  

4．終わり昼   

今後の課題として，高速環状路の果たす役割について  

もっと深く考察する為に，   

1．人口密度の様々な形態を考える．   

2．距離分布の導出．   

3．現状路の本数を増やす．  

の様な事を考えている．  
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図4 移動の目的地へのルートの割り当て．  

V＝40仲亡30ク≡20r＝5のとき．  

（下の半円に関しては上の半円と対称であるため省略）  
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図5 移動の目的地へのルートの割り当て．  
V已40wモ30ク≡4rヨ5のとき．   

（下の半円に関しては上の半円と対称であるため省略）  

この図は起点と速度比たが決まった時，終点（J，β）によっ  

て，どのような経路を選択するのかを示している．   

なお本研究を通じて，どのような起・終点と速度を与え  

ようとも，ルートの割り当てを図示できるコンビi一夕・  

プログラムを作成済みである．   

さてこのモデルの申での籠移動時間は  
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